
北陸新幹線（敦賀以西）ルート決定にかかる申し入れについて 

平成 29 年 1 月 26 日 

本部事務局 

１ 日時

平成 29 年 1 月 11 日（水） 10：00～15：15   

２ 要請者 

  関西広域連合長 井戸 敏三 

３ 要請先 

区 分 要 請 先 

自由民主党 

幹事長 二階 俊博 

幹事長代理 

林 幹雄 

望月 義夫 

国土交通省 

国土交通大臣 石井 啓一 

事務次官 武藤 浩 

技監 森 昌文 

鉄道局長 奥田 哲也 

４ 意見書・・・別紙のとおり 

５ その他

  与党整備新幹線建設推進プロジェクトチームの茂木座長、西田委員長は、 

別途調整 
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資料３





（ 別 紙 ）

与党整備新幹線建設推進プロジェクトチーム 

北陸新幹線（敦賀以西）ルート決定にかかる意見書 

先般、与党整備新幹線建設推進プロジェクトチームにおいて、北陸新幹線

敦賀・大阪間整備検討委員会による中間報告を踏まえ、北陸新幹線（敦賀以

西）のルートについては、敦賀駅－小浜駅（東小浜）附近－京都駅－新大阪

駅を結ぶルート（小浜京都ルート）とすることが決定された。 

同検討委員会での４月の中間とりまとめ後、国土交通省において３ルート

にかかる調査が速やかに実施され、早期にルートが決定されたことは評価で

きる。 

今後、政府・与党において、下記の事項の対応を求める。

記

１ 京都－新大阪のルートについて、国土交通省の追加調査だけでなく、

地域経済に対する効果などを勘案した上で、関西の地元意見を十分踏ま

え、早急に決定すること

２ 国土交通省の調査で設定している平成４３年の着工時期にとらわれず、

早期整備に必要な財源を確保した上で、一日も早い大阪までの着工並び

に開業を行うこと 

３ 地方負担について、沿線自治体に過度の負担が生じないよう、コスト

縮減や十分な地方財政措置を講じること 

４ 並行在来線の取扱いについては、西日本旅客鉄道株式会社から分離さ

れることは受け入れられない。分離されることのないよう国において必

要な措置を講じること

平成 28年 12 月 22日 

関西広域連合長  井 戸 敏 三（兵庫県知事） 

関西広域副連合長 仁 坂 吉 伸（和歌山県知事） 
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